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はじめに 

 
 ２０２３年度、小牧市障害者団体連絡会と特定非営利活動法人で・ら・しえんと

は、共同で小牧市市民活動助成金に応募し「選挙のバリアフリー推進事業」に取り

組みました。 
 この実績報告書は、選挙のバリアフリーは、単年度の取り組みでは達成できないこと

から継続的な取り組みが必要であり、何ができ、何ができなかったのかということを記

録し、小牧市や近隣市町でこの課題に取り組む仲間と共有していきたいと考え、作成す

るものです。 

 講演会講師の堀川諭先生、名古屋での活動報告をしていただいた浅野美子さん、そし

て、アンケートに回答してくださったみなさん、その仲介をしていただいた事業所のみな

さん、その他この事業の推進に御協力くださったみなさんに御礼を申し上げます。 

  

  

  ２０２４年３月 

 

                           小牧市障害者団体連絡会 

                           特定非営利活動法人で・ら・しえん  

 

 

 

 

 

 

 

 この実績報告書には、Uni-Voice の音声コードの添付が間に合いませんでした。 

 視覚障害のある人への配慮はあらためていたしますので御容赦ください。 
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１ 選挙のバリアフリーの取り組みにいたる経緯 
 

 
 小牧市障害者団体連絡会は、２０２０年２月に６つの正会員団体と４つの賛助会

員団体とで設立しました。 
 会の目的は、「つながって→広げる」をキャッチフレーズにしているとおり、小規

模の当事者団体、支援者団体が連携して、市民に共同して発信していき、誰もが暮

らしやすいまちづくりに貢献するというものです。 
 会の活動をしながら、視覚障害のある人、聴覚障害のある人、重度心身障害のあ

る人、知的障害のある人などそれぞれに困っていることが違い、それらの団体の活

動にもいろいろあることがわかり、「つながる」ことの意味もわかり始めていたとこ

ろ、「広げる」の方について、共同して市民にアピールしていくことのテーマを具体

的にイメージすることがむずかしく、活動の方向を模索していたところでした。 
 そのような状況のところに、２０２１年７月に実施された参議院選挙を機に私た

ちの前に浮かんできたテーマが、「選挙のバリアフリー」でした。 
 連絡会通信２０２２年８月号で、「７月の参議院選挙 障害のある人はどのように

投票に参加されているのか」仲間の体験やエピソードを取り上げたことがきっかけ

となり、あらためて、基本的人権として保障されている参政権が、障害があるゆえ

に実際にはその保障が万全ではないことが多く、どの障害のある人にも共通のテー

マとなりうるものでした。 
 「障害者 選挙」でネット検索すると、NHK が「みんなの選挙」というサイト1

を立ち上げており、全国各地の取り組みを掲載していました。なかでも、東京都狛

江市では、市と狛江市手をつなぐ親の会などが連携してさまざまな取り組みをされ

ていることがわかりました。この年１１月に、思い切って、狛江市手をつなぐ親の

会の森井会長に電話したところ、狛江市の平林浩一副市長を御紹介いただき、２０

 
1 障害者の選挙での投票に役立つ情報まとめ みんなの選挙 NHK 

https://www3.nhk.or.jp/news/special/minnanosenkyo/ 
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２３年３月には平林副市長、森井

会長（オンライン参加）の講演会

を開催することができました。こ

の障害者団体交流会では、瀬戸市

で選挙のバリアフリーに取り組ん

でおられる林ともみさんにも参加

いただきました。 
 このときは、現地４０名、オン

ライン１２名の参加で充実した集

会となり、先進の取り組みを学ぶ

機会を得たことで、この「選挙の

バリアフリー」というテーマが小

牧市障害者団体連絡会の構成団体

の共通のテーマとしてふさわしい

ものであると実感できました。 
 これまで小牧市障害者団体連絡

会で取り組んできた障害者差別解

消法の学びなどを生かして、具体

的に実践的に取り組むことができる課題だと認識できました。 
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２ 市民活動助成金交付事業「選挙のバリアフリー推進事業」 
 

 
（１）２０２３年度市民活動助成金に事業費補助で申請しました。 
 申請事業内容は、資料１のとおりです。 
 事業内容は、次の５つとしました。 

（ア）当事者（家族含む）アンケート調査の実施（８～１０月） 
 （イ）講演会「選挙のバリアフリーについて」（８月） 
 （ウ）わかりやすい選挙広報の取り組み（９月） 
 （エ）当事者がつくる障害特性別投票支援マニュアル（１１～２月） 
 （オ）事業報告書の作成（２～３月） 

 （ア）のアンケートでは、障害のある人やその家族が、選挙についてどういう思いでいる

のかを調査し、（４）の当事者がつくる障害特性別投票支援マニュアルに繋げる考えでし

た。 
 （イ）の講演会では、障害のある人、支援者をふくめ市民のみなさんと選挙のバリアフリ

ーの意義を確認し、（ア）のアンケート、（ウ）のわかりやすい選挙広報の取り組みに繋げ

る考えでした。 
 （ウ）のわかりやすい選挙広報の事業については、 東京都狛江市、札幌市等で知的

障害者支援団体が実施しているものであり、福島市では選挙管理委員会が製作に取

り組むとのニュースもありました2。私たちも、わかりやすい選挙広報は、選挙のバリ

アフリーの取り組みのひとつの要素と考え、９月に実施される小牧市市会議員選挙をタ

ーゲットとして、企画しました。 
 （エ）の「当事者がつくる」障害特性別投票支援マニュアル作成の事業こそが、当事者団

体が取り組む意義のあるところと考えて企画しました。 
 （オ）の事業報告書の作成は、この選挙のバリアフリーの取り組みは、東京都狛江市の

例をみても毎年毎年積み重ねていかねばならないものですので、何をやれて何ができ

 
2 知的障害者にわかりやすい選挙の広報誌製作へ 福島市選管｜NHK 福島県のニュ

ース（https://www3.nhk.or.jp/lnews/fukushima/20230526/6050022762.html） 



4 
 

なかったかの記録をし、当事者や支援者の仲間を増やしていくツールとしても必要と考

えました。 
 ５つの事業は、盛りだくさんですが、それぞれにつながっているものとして、単一年度

で頑張って実施するものとして考えました。 
 
（２）交付決定通知書では、申請した事業内容のなかで、（ウ）のわかりやすい選挙広

報の取り組み（予算額１１，２６０円）については、助成金対象外とされました（資

料２）。また、小牧市市民活動促進委員会からの提言書には、この事業については自

主事業として行うよう提言がありました（資料３）。 
 いずれにもその理由は明記されていませんが、公開審査会での委員の質問から推

察するに、政治活動にあたらないか、特定の候補者に利することにならないように

することができるのかという点を懸念され、自主事業として実施するのは差し支え

ないが公費を支出するのは適当でないと判断されたものと思われます。 
 先行実施されている団体から、①公示前に、②立候補予定者の、③政治信条をと

りまとめるという実施の要件を聞いていました。予定していた小牧市市会議員選挙

では、間際まで立候補予定者が決まらない地域の情報などがあり公示前の準備期間

内での立候補予定者の把握が困難であったことから、当時、年内と言われていた衆

議院解散に伴う衆議院選挙において実施することとし、市会議員選挙での実施は見

送りました（今年度は結局、解散がなく結果として未実施）。 
 その後の意見交換の場では、知的障害のある人だけでなく、視覚障害のある人た

ちも誰に投票すべきかを判断するための事前情報が入手しにくいという意見があ

り、「わかりやすい選挙広報の取り組み」は必要な事業と考えており、今後さらに検

討をして行きたいと考えています。 
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選挙のバリアフリー推進事業 活動計画書 
 

１ 当事者（家族含む）アンケート調査の実施（８月から 10 月） 
 （１）目的 
   障害のある⼈の投票⾏動の実情を把握し、投票⾏動におけるバリアなど、選挙のバリ

アフリーを推進するための課題を把握し、当事者がつくる障害特性別投票支援マニュア

ル作成の資料とする。 
 （２）調査対象者 
   障害のある⼈及びその家族 
 （３）調査方法 
   ⼩牧市障害者団体連絡会所属団体その他の団体及び障害者関係事業所に協⼒依頼をし

手渡しでの依頼をし、郵送（返送）による回答とする。 
 （４）回収目標数 
   ２００通（１０００通配付。配布数２割の回収を想定） 
   参考 令和２年４⽉現在、障害者手帳交付数 身体障害者 4,412 知的障害者 1,170 精

神障害者 1,262 合計 6,844、障害福祉サービス支給決定数 1,047（出所︓第６期障がい

者福祉計画概要版） 
 （５）費用（７８，７００円） 
   ①アンケート用紙 A４裏表４枚×1000＝4,000 枚 A4 1 箱（5000 枚︓500 枚入×10

冊=3,990 円アスクル 
   ②クリックポスト発送用箱（100 箱 1 セット）＝4,530 円ダンボールワン、返信用⻑

３封筒 1 セット（500 枚︓100 枚入×5 袋入り）×２＝6,880 円アスクル 
   ③返信用郵送料（基本料⾦ 84 円＋受取⼈払手数料 20 円）×200＝20,800 円 
   ④発送作業⼈件費 4H×1,000 円×３⼈=12,000 円 
    ⑤アンケート郵送料 100 箇所（障害者団体 40、事業所 60（WAM ネットで⼩牧市

内の日中活動系サービス、施設系サービス、居住系サービス、訓練系・就労系サー

ビスを検索））×＠185 円＝18,500 円 
   ⑥アンケート入⼒・結果取りまとめ 6H×1,000 円×2 日＝12,000 円 
 
 

資料１ 
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２ 講演会「選挙のバリアフリーについて」（８月） 
 （１）目的 
     東京都狛江市など先進地域のわかりやすい選挙広報の取り組み等を通じて、選挙

のバリアフリーの意義を啓発すると共に、選挙の投票におけるバリアは、投票所ま

でのバリア、投票所でのバリア、選挙情報のバリアの３つがあるといわれるが、そ

のうちの選挙情報のバリアについて、有識者の講演により学ぶ。また、意⾒交換会

では、当事者の⽴場から困っていること、望むことについて意⾒交換し、当事者が

つくる障害特性別投票支援マニュアルにつなげていく。 
 （２）内容 
    第一部 講演会「選挙のバリアフリーとわかりやすい選挙情報」（仮題） 
     講師（予定） 京都産業大学 准教授 堀川諭さん（情報保障論） 
    第二部 意⾒交換会 
     テーマ 「選挙のバリアフリーに向けて〜私たちが困っていること」（仮） 
 （３）費用（９４，９４０円） 
   ①告知チラシ 4000 部 8,340 円プリントパック 
    （配布先 ⺠⽣委員、障害者団体、障害福祉事業所、市会議員、公共施設等） 
   ②通信「選挙のバリアフリー特集①」印刷代 1,000 部×4 円＝4,000 円 
    選挙のバリアフリーの取り組みについて、チラシよりも詳細に記載し主旨を理解し

てもらうようにする。 
   ③チラシ郵送代 クリックポスト 185 円×100 箇所＝18,500 円 
   ④発送作業代 4H×1,000 円×3 ⼈＝12,000 円 
   ⑤講師謝⾦ 30,000 円（講演・パネルトークあわせて３時間） 
   ⑥講師交通費 5,740 円×２（往復）京都〜⼩牧を想定 
   ⑦講師昼⾷御茶代 1,620 円 
   ⑧機材操作要員 6H×１,500 円×１⼈＝9,000 円 
     
３ わかりやすい選挙広報の取り組み（９月） 
 （１）目的 
   ⾏政が提供する選挙情報は必ずしも、いろいろな障害特性を持つひとに⼗分に届いて

いると言えない。このため、東京都狛江市や札幌市などでは、知的障害のある⼈にもわ
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かりやすい選挙情報の提供に取り組むことで、選挙情報のバリア解消向けた試みが進め

られており、本市でも同様の取り組みを⾏う。 
 （２）内容 
   東京都狛江市や札幌市の取り組みを参考に、告示前に、「わかりやすい選挙情報」と

して、⼩牧市議会議員選挙⽴候補予定者に働きかけ

て、その政治信条をとりまとめ、当会の会報に掲載

すると共に、スライドショーにしてホームページ上

で公開する（選挙期間中は公開しない）。 
 （３）費用（１１，２６０円） 
   ①依頼⽂書郵送料 ４年前の⽴候補者数３４⼈→

４０⼈を想定 
    ９４円×４０通＝3,760 円 
   ②⼈件費 ビデオ編集、YouTube 処理 5H×

1,500 円×１⼈＝7,500 円 
 
 
４ 当事者がつくる障害特性別投票支援マニュアル（１１月〜２月） 
 （１）目的 
   NHK の全国自治体アンケートによれば、７８％の自治体が障害者対応マニュアルを

作成する予定がないとしている。アンケート調査をふまえて、検討会を通じて当事者か

ら提案する投票支援マニュアルの案を作成する。 
 （２）障害種別 ①視覚障害、②ろう、③難聴・中途失聴、④知的障害、⑤発達障害、⑥

精神障害、⑦重度重複障害を想定 
 （３）検討方法 
   ①２回検討会を開催する。 
   ②１回目の検討は、障害種別ごとにテーブルでグループワークをする。アンケートを

もとにバリアとその課題解決案提示。 
   ③２回目の検討は、１回目の検討を基に冊子に取りまとめたもの、及び共通部分につ

いて⾏う。 
   ④まとめあげた提案書に法的課題がないか、識者にチェックを依頼する。 
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 （４）費用（６，２９０円） 
   ①グループワーク用⽂具 2,200 円 
   ②検討用提案書作成 共通部分９ページ＋各障害３ページ×７種別 計３０ページ×

３０冊 4,090 円プリントパック 
 
４ 報告書作成（２月〜３月） 
 （１）目的 
   選挙のバリアフリーは、単年度の取り組みでは達成できず、また近隣地域のみなさん

を巻き込んでいく取り組みも必要であり、今年度の⼩牧市での取り組みを引き継ぎ、伝

えていくために報告書を作成する。 
 （２）内容 
   ①アンケート結果 10 ページ 
   ②わかりやすい広報実施結果 4 ページ 
   ③当事者がつくる障害特性別投票支援マニュアル 30 ページ 
 （３）費用（４５，７００円） 
   ①50 ページ無線とじモノクロ 120 冊 15,200 円 
       配布先 ⾏政、図書館、協⼒いただいた団体、事業所等 
   ②通信「選挙のバリアフリー特集版②」1,000 部×4 円＝4,000 円 
   ③送料 ①，②同梱クリックポスト 185 円×100 箇所＝18,500 円 
   ④発送作業代 4H×1,000 円×２⼈＝8,000 円 
 
５ その他 
 （１）メール、インターネットになれない方用のコミュニケーションツールとしてファッ

クスを用意する。イベント参加申込等に活用する。 
 （２）費用（１０，８９０円） 
   ①インターネット FAX 賃借料 1,089 円×１０か⽉＝10,890 円     
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資料２ 
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資料３ 
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３ 【取り組み１】講演と意見交換会「選挙のバリアフリーの取り組み」 
 

 
（１）日時 2023 年 8 月 27 日日曜日午後一時 30 分から 4 時まで 
（２）場所 小牧市総合福祉施設ふれあいセンター三階大会議室 
（３）定員 60 人 オンライン参加可 
（４）主催 小牧市障害者団体連絡会、特定非営利活動法人で・ら・しえん 
（５）後援 小牧市、小牧市選挙管理委員会、小牧市教育委員会 

特定非営利活動法人小牧市民活動ネットワーク 
（６）情報保障 手話通訳 小牧市手話通訳者派遣事業 

     ＵＤトークによるリアルタイム字幕 
 

実績 
（１）参加者数 現地２３人、オンライン２２人 
（２）参加者アンケートから 
［第１部］ 講演会 
○実際に小牧市においては、従来通りの選挙広報になっており、こうした議論

はほとんどされていないことから、しっかりと取り組んでいきたい。 
○障がい者の投票行動に、こんなにもボランティアが働きかけなければいけな

いのか、と驚きました。 本来、行政がやらなければいけない仕事なのに、マ

イノリティはいつも、いないことにされてしまう。いないことになっている

から行政はやらない！ それではいけないと思う。 
○知的障害のある方が分かりやすいということはみんなが分かりやすいという

こと。 
○選挙に限らず、知的障害児者への情報提供のあり方を（家族、支援者も含

め）社会全体で見直し、当事者の意思決定の支援をしていきたい。また、そ

のためにも当事者の社会参加を進めて、当事者や家族、支援者の要望を伝え

続けていきたい。 
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○政治が身近に感じるよういかに分かりやすい言葉で伝えるかを理解できた。

政治思想よりも本人の考えも立候補するうえでは重要であることを理解でき

た。 
 ○狛江市の取り組みは、市幹部の「現実的に成年被後見人や知的障害のある人

が投票できるのか」という視点で始まって、専門家の助言を受け当事者の聞

き取り調査を行いながら地道に進めてこられたことがわかり感心した。 
 ○選挙に参加することは、その前提として民主主義的な経験（職場で意見を出

し合う、学級委員の選挙など）の経験がないと理解が難しいとの説明が印象

に残りました。こどものころからこのよう経験ができることが重要だと感じ

ました。 
 ○障害を問わず、わかりやすい選挙は必要だと思う。 公報は、難しい言葉をで

きるだけ省き、理解しやすい内容にしたり、 拡大文字版や点字版、音訳版

CD の配布、手話通訳版動画配信など、 市町村単位での選挙では時間的制約

もあるだろうが、 高齢者も含めた、あらゆる人にやさしい選挙であってほし

い。 
 
［第２部］ 意見交換会 
○今後の活動の参考にさせていただきます。 
○意見交換会の時間帯は仕事が入って聞いていなかったです。 録画があれば、

あとで聞かせてもらいます。 
○体験を話す場や機会が少ないんだろうと感じた。代理投票についてもっと知

りたいと思った。 
○視覚障害の大変さ、肢体不自由や重心の方の大変さ、お聴きできてよかった

です。 投票のしやすさでは、名古屋市外ではショッピングモールで期日前投

票も行われているので、そちらの状況もお聴きできるとよかったと思います

（昨日投票だった長久手市長選ではイオン長久手）。役所の期日前投票、前日

は混みあっているので。 
○私は常に毎回投票しているが、障がいが重いほどなかなか投票に行くのに躊

躇してしまう現実さを持つことができた。点字の投票についてもまだまだ職
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員によって対応がまちまちであること等問題が多いことを理解した。このよ

うな講演会や意見交換会ができているので、小牧市が今後投票が投票権を持

っている人が誰でもできるようにしていけたらとお感じている。 
○重度知的障害者の選挙について意見交換されていて興味深かった。 選挙の能

力と選挙権については、当事者の親として悩ましいところ。本人が意思決定

をできない場合は、本人にとって客観的に望ましいと思われる候補者を選ぶ

という形で投票させてやりたいと思っている。 今年の投票については、NHK
の「みんなの選挙」を参考にした。代理投票を希望し、予め選管に連絡した

ので、地区の投票場所に連絡が通してもらってあり、係の方の助けを受けて

投票できた。親も横で見守り声掛けさせてもらえた。ただ本人の練習不足で

興奮気味だった。対応する職員によって違いがあるようなので、狛江市のよ

うにマニュアルや研修をしていただけると安心。 
○障害のある方、ご家族のご意見は、皆さんどの方の発言も重たいものでし

た。白票を投じることも、投票所にいる選挙委員会の方に、考えていただく

チャンスで意味のあるものだと話されていたことが印象に残りました。選挙

に携わったことの有る者として、配慮が不足していたことは、指摘されて初

めて分かることばかりでしたので、当事者の皆さん、ご家族の皆さんの発信

がいただけるとより良い選挙になると思いました。 
○期日前を含め、各投票所での対応がまちまちであるのはおかしいし、 有権者

がどのようなことを不便に感じているか、また何を不自由に感じているか、 
各選管で把握する努力をしてほしい。 

 
［今回のイベントや小牧市障害者団体連絡会、で・ら・しえんへの要望、意

見］ 
○お力になれる事があればなんなりとご連絡下さい！ 
○私は春日井市民ですが、春日井でもこのようなイベントはあるのでしょう

か？ 周辺自治体との連携はどうなっていますか？ 
○どのようにマニュアルが作成されていくのか、大変かと思いますが、期待し

ています。 
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○選挙も含めた、障がい児者への情報提供のあり方を変えていけるといいと思

います。わからないから・・・ではなく、わかるように伝えること。意思を

表出できるようにすること、当事者の想いを交流し合い、行政に伝える場づ

くり等、皆さんと一緒に考えていきたいです。 
○狛江市の取り組みを聴き、小牧市でもいずれはぜひ取り組んでいただきたい

と思います。このような講演会ができているので、今後とも続けてほしいで

す。 
○とてもよかったです。 
○今後の活動に期待しています。 
○こういった event こそ、市の関係者の積極的な参加を望みたい。 

 
【本取り組みの評価等】 
○周知の方法として、市の広報及び LINE、中日新聞等さまざまな媒体に依頼した

が、６月１３日の交付決定以降のチラシ製作となり、周知期間が短かったせい

か、参加者を十分に集めることができなかった。 
○選挙日程等の都合がありやむを得なかったが、十分な準備期間が必要であった。 
○アンケートに書かれた感想にもあるように、講演会ではこの課題に取り組む意義

の確認ができ、意見交換会では当事者の意見を共有できた。 
○市議会議員の参加もあり、選ばれる立場の方に、この課題について認識を深めて

いただいたものと考えている。 
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８月２７日講演会資料（抜粋） 
 

資料４ 
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資料５ 
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４ 【取り組み２】障害のある人の選挙のバリアフリーアンケート 
 

 
障害特性別投票支援マニュアルを作成するための材料を把握するために、障害の

ある人（もしくは親など支援者）に対してアンケートを実施しました。 
１０００通送付して２割回収が目標でしたが、結果として１３９通の回収でし

た。 
その集計結果は、資料に示すとおりですが、選挙に行きたいかという質問に対す

る答えだけでも障害種別により違いがみられます。 
このアンケート結果は、ホームページに掲載するとともに、１１月２６日開催の

ワークショップにて報告しました。 
 
（参考） 
私たちがアンケートを実施した後、集会に参加された方から NPO あいち障害者

センターが同様に２０２３年３月を実施されていることを教えていただいた。 
私たちは、シンプルな問いかけのアンケートとしましたが、このアンケートはよ

り詳細の問いかけがあり、その結果報告書には障害のある人向けに提言もあり、私

たちの今後の活動に参考となるものです。 
https://npo-asc.jp/wp-

content/uploads/2023/03/6f2da78db5c73eb5b5edea4b58242372.pdf 
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障害のある人の選挙のバリアフリーアンケート結果のまとめ 
 

１ 実施時期 
  ２０２３年９月～１０月 
 
２ 実施方法 
  アンケートを障害者団体、障害福祉事業所に送付またはスタッフ（当該事業所

利用者）から手渡し（１０００通） 
 
３ 回収方法 
  オンラインによる回答 
  受取人料金払郵便により郵送回答 
  スタッフによる手渡し回収 
  合計１３９通 
 
４ お問い合わせ先 
  小牧市障害者団体連絡会 
  ホームページ https://komaki-sdr.sakura.ne.jp/wp/ 
  電子メール mail@komaki-sdr.sakura.ne.jp 
    ファックス ０５０－３１４５－３２２４ 
  

資料６ 
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１ 回答者 
  本人 ８３人 家族 ５５人 支援者 １人 合計１３９人 
   

 
２ 障害種別 
障害種別 人数 

知的障害 45 

精神障害 22 

視覚障害; 18 

聴覚障害 12 

知的障害;体幹障害 7 

下肢障害; 3 

知的障害;精神障害 3 

上肢障害;下肢障害;知的障害; 2 

上肢障害;下肢障害;体幹障害;知的障害; 2 

下肢障害;精神障害; 2 

知的障害;内部障害 2 

言語障害;上肢障害;下肢障害; 2 

聴覚障害;知的障害; 1 

聴覚障害;言語障害;知的障害; 1 

聴覚障害;内部障害; 1 

上肢障害;精神障害; 1 

上肢障害;言語障害;下肢障害;体幹障害;知的障害; 1 

家族５５人のうち、５１人は知的障害の

ある人の家族です。 
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上肢障害;下肢障害;知的障害;体幹障害; 1 

内部障害;精神障害 1 

内部障害; 1 

体幹障害 1 

精神障害;体幹障害 1 

上肢障害;下肢障害; 1 

視覚障害;知的障害; 1 

視覚障害;言語障害; 1 

言語障害;体幹障害; 1 

言語障害;上肢障害;下肢障害;体幹障害; 1 

下肢障害;知的障害; 1 

下肢障害;体幹障害; 1 

無回答 2 

合計 139 

 
傾向を大きくつかむため、人数から、知的障害、精神障害、視覚障害、聴覚障害、そ

の他の身体障害にわけ、それぞれ重複障害の場合もカウントし、集計することとした。 
障害種別 人数 
視覚障害 20 

聴覚障害 15 

その他の身体障害 35 

知的障害 67 

精神障害 30 

のべ数 167 
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質問３（投票への関心）選挙があるときは、投票に行きたいですか。 

 

 
 
                            

        

  全体 
視覚

障害 

聴覚

障害 

他の

身体

障害 

知的

障害 

精神

障害 

重複

あり 

⾏きたい（⾏けるときは⾏く） 72 18 12 17 21 14 82 

⾏きたいが⾏けない 13 0 0 5 10 3 18 

どっちでもいい（関心ない） 19 0 3 5 11 5 24 

⾏きたいとは思わない 24 2 0 6 17 6 31 

無回答 11 0 0 2 8 2 12 

合計 139 20 15 35 67 30 167 

※視覚障害、聴覚障害以外の身体障害 
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質問４ 投票所に行くのに困っていますか。 
【投票所までのバリア（困ること）】 

 
 
 
 
 
 
 

  全体 
視覚

障害 

聴覚

障害 

他の身

体障害 

知的

障害 

精神

障害 

困っていない 90 10 12 18 38   25  

困っている 30 9 1 13 15 3 

無記入 19 1 2 4 14 2 

合計 139 20 15 35 67 30 
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質問４－１ 投票所に行くのに困っている人に聞きます。その理由はなんですか。 
【視覚障害】 
○目が不自由なので、一人で投票所へ行けない。 
○視覚障がい者なので期日前投票を選んでいる。人が多いとぶつかりやすく動きにく

いので。 
○歩いていける場所に投票所がないので誰かに車でつれていってもらわないといけ

ないから。そもそも一人歩きができない。 
○視覚障害に限った話ではないが、障碍者への対応ができるスタッフが常駐している

かどうかわからない場所では安心して投票はできないため、スタッフが常駐してい

るであろう区役所などへ期日前投票をしに行った方がまだ安心できるからです 
○視覚障害のため、行きなれていない学校に行くのが難しい。 
○期日がい投票に行くことが多いが、不便な場所にあり、今は家族の送迎が頼りであ

るが、家族が送迎できなくなったら、不在者投票へ行くのは難しくなると思ってい

る 
○場所によって音声信号が少ないため危ないときがある 
○目が不自由なので、投票所までの距離が遠いと徒歩で行くのは難しい。 
 
【身体障害】 
○会場で靴からスリッパに履き替えて行かなければいけないこと。 
○障害のため 
○バリアフリーの場所なので行きやすい 
○雨が降るといけない 
○入り口が狭い 
○足が不自由なので出歩くのが大変。 
○投票所が遠くなって（図書館から小牧小学校に変更）、歩行困難につき巡回バスを

利用しなければならない。【聴覚障害重複】 
 
【知的障害】 
○同じような投票は出来ない 
○選挙の意味がわからない 
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○知的障害、自閉症なので、慣れない場所、環境などで落ち着かない 
○理解しているが離せなく字はゆっくりしか書けなく、時間がかかり親か分からない

親の付き添いが必要（ママ） 
○政治についてはわからないため 
○知的しょうがいだからばしょがわからない 
○ひとりで行くことが難しいので家族や施設の職員に連れて行ってもらっている。 
○今は家族が比較的すいている時間の投票所に連れて行っているが家族が行けなく

なった時は困難 
○行くと投票するときまようから 
○親自身が車がないので不便であり、以前より投票所が遠くなっているのでバスの便

もあまりよくありません。 
○親の立場からの意見です。高齢のため発作のある子を連れて歩くのも負担を感じま

す。 
○バリアフリーではない 
○重度知的障害なので理解できない 
○近所の神社ですが男性のかたが 4 人で手伝ってくださいますのでとても助かりま

す。 
 
【精神障害】 
○就労支援所に開設して仕事帰りに投票できるようにしてほしい。 
○引っ越したばかりでどこに投票所があるかわからない 
 
質問４－２ どのように変わればよいですか。 
【視覚障害】 
○地下鉄駅に投票所を開設してほしい。 
○ヘルパーさんと行動している場所で投票できるとよい。または、職場などで。献血

カーのように。 
○電話で投票できるとか自宅にいても投票できるといいかな。ネットは使えない人も

いるからもしおこなうなら万全のサポート体制がほしい。つきっきりで面倒みてく

れるとか。 
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○障碍者に対応できるスタッフが常駐していることが前提ですが、常駐していて安心

して投票ができるという情報を発信してほしい。それこそ選挙期間にはニュース番

組などで「どの投票所でも安心して障碍者も投票できること」や「実際にどんな対

応をしてもらえるか」や「リポーターが目隠しや耳栓や車いす状態で投票してみる」

などなど取り組みをどんどん発信することが重要ではないかと思います 
○現状の最寄りの学校の他、当日は区役所や市役所などの公共施設での投票を行って

ほしい。また、マイナンバーカードを利用してウェブやスマホから投票できる仕組

みを考えてほしい。 
○Web 解答できるようになるととてもありがたい 
○音声信号を増やしてほしい 
○自宅近くのスーパーなど徒歩で行ける範囲内に投票所を開設してほしい。 
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質問５ 投票所のなかで困っていることがありますか。 
【投票所の中でのバリア（困ること）】 

 
 
 
 
 
 
 

  全体 
視覚

障害 

聴覚

障害 

他の身

体障害 

知的

障害 

精神

障害 

困っていない 86 13 12 18 29 27 
困っている 25 6 1 10 15 2 
無記入 28 1 2 7 23 1 
合計 139 20 15 35 67 30 
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 質問５－1 投票所のなかで困っている人に聞きます。その理由はなんですか。 

【視覚障害】 

○視覚障がい者ですが弱視なので、自分のやりたい方法で投票ができない。 
○なぜ、「そのように希望するのか？」理解をしてもらいにくい。" 
○だいひつ、投票箱のいちがわからないのでガイドしては最高 
○点字投票を知らないスタッフがいてこっちが説明しないといけない。そもそも点字

器おいてない投票所もある。そのため投票に時間がかかるので人の少ない平日の期

日前投票にいっている。 
○人やで行く場合、会場に入ってからどこに行けば良いか、紙のどこに記入をすれば

いいかなと、みづらくて困ることが多い。 
○視覚障害があり物が見えないので、 
１、候補者名を忘れてしまった時に確認しづらい。 
点字で一覧表がある場合もあるが、どこに置いてあるかまでを先に説明されたこと

はない。 
２．投票用紙の表裏や上下を説明されたことがない。 
点字は表裏や上下が逆だと全く違う文字になるので、逆の面や逆さ向きに書いて無

効票になるのだとしたら、そもそも投票に行った意味がなくなる 
３、「やめさせたい裁判官の名前を書いてください」という投票？がある時、一般人は

裁判官の名前に○をつけたりチェックマークを書き込む欄のある用紙を渡される

が、視覚障碍者の場合は白紙の点字用紙を渡されて「裁判官の名前を書いて」と言

われる。 
目の見えていた時でもこの投票は事前情報の少ないイメージがあるが、裁判官の名

前まで把握して投票に来る人はいるのだろうか？" 
○候補者名などの掲示が見えづらい。また、指定の筆記具が鉛筆で、文字が薄く薄い

ため、視覚障がいの自分には見えづらいため、書きづらい。" 
 
【聴覚障害】 
○問われたように思うが、何を問われたかがわからない。 
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【身体障害】 
○車椅子なので混んでいると、動きづらい 
○中が狭くてたくさんの人が見えたときに迷惑かなと感じてしまう 
○投票箱に入れてもらえているので困っていない 
○車いすで片麻痺なので紙を抑えることができる物を考えてください 
 
【知的障害】 
○知的障害が非常に重度なため、候補者を選ぶことができない。毎回、白紙で投票し

ている。 
○知らない人に囲まれると、ちょっと本人がパニックになるので、できたらなるべく

知っている人（家族）が近くにいてほしい（いさせて）ほしい。 
○重度知的障害でわからない。 
○選び一人だけの名前を書くのは難しい 
○一人では投票できないので代理投票を希望。投票所によって対応が違うことがある

と聞くので心配。 
○雰囲気が緊張する。じっと見られている。静か。怖い。雰囲気。 
○理解しているが離せなく字はゆっくりしか書けなく、時間がかかり親か分からない

親の付き添いが必要（ママ） 
○指導していただけるとありがたい。 
○障害者でもきらくに行けるようにしてほしい。 
○記入場所がたくさんあってどこを使っていいかわからない。 
○話したいが声が大きいから話しづらい。" 
○本人だけでは記名、投票ができないので支援が必要 
○そもそも地域の投票所はバリアフリーではなく行くことができません。 
○重度知的障害なので理解できない 
○本人が投票者を選べないので無記名（白紙）投票しかできないことが悩ましい 
○一人で投票できない 
○誰に投票するか迷う 
 
【精神障害】 
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○投票箱の設置か所を増やしてほしい 
○ベビーカーで行った時、少し狭く感じました 
 
質問５－２ どのように変わればよいですか。 
【視覚障害】 
○視覚障がい者でも弱視の人はサインペンなどで自分で記入することができるよう

にしてほしい。視覚障がい者への理解を深めてほしい。投票箱への案内は必要だ

が投函は自分でやりたい。広報車の名前を読み上げてもらうより、大きな文字で

の印刷物か端末で観れるようにしてほしい。 
○点字や代理でかいてくれるなど様々な投票方法があることを選挙スタッフに周

知、実施してほしい。 
○会場に入ってから出るまで、誘導してくれる人(記入事項、記入場所も教えてくれ

る)が一人ついてくださると嬉しい。 
○１（候補者名を忘れたとき）と３（最高裁判所国民審査）に関して 
候補者名や政党一覧を読み上げた音声を用意し、投票用紙を渡す際に希望者には

音声を貸し出すなどをしてもらえると助かります。 
２（投票用紙の表裏や上下 ）に関して 
表裏や上下の説明をしてもらえると助かります。 
たとえば「こちら側に点が出て、こちらが上になるよう書いてください」といっ

た感じでしょうか。表裏や上下が逆でも問題ない場合も問題ないことを説明して

もらえると助かります。 
３（最高裁判所国民審査）に関して 
基本的には１の例と解決策は同じで良いと思うが、これは事前情報も少ないので

投票があるということすらその場で知ることが多い。" 
○大きく太い文字で候補者名等を掲示する。見えにくい人のために、筆記具にサイ

ンぺんやマジックを用意してほしい。 
 
【聴覚障害】 
○筆談など文字で問う（又は答えてもらう）と良いと思う、文字変換のアプリの利

用も良いかと思う。 
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【身体障害】（重複あり） 
○候補者の情報をいくら解りやすくしても、そもそも目の前の物を選択することがで

きない。なので白紙で投票する以外に方法が思い付かない。 
○係りの人が持ち運べる小型の投票箱があると助かる。ひざの上（車椅子の）にのせ

てもらえたら入れられる（手伝ってもらえたら）。うちの子も自分で入れてみたい。 
○家族がすぐそばで居られるのと、本人の気持ちを汲み取ってもらえるような支援者

がいてくれたら助かる。 
○たくさんの障がいの人が投票に参加して選挙が普通になるといい 
○広い場所で障害のある人だけの場所があっても良いかも 
 
【知的障害】（重複あり） 
○候補者の情報をいくら解りやすくしても、そもそも目の前の物を選択することがで

きない。なので白紙で投票する以外に方法が思い付かない。 
○顔カードや名前などのかみをおいて 
○選んで投票などがわかりやすい 
○投票所の中に家族も入れるということを周知してほしい。係の方が 2 人付き添って

くださるけど、本人が落ち着くために家族も手を繋ぐなどできるようにしてほしい。

このことをどの投票所でも理解していてほしい。 
○係りの人が投票箱を手前に持ってきてくれるとよい。 
○「何かわからないことがありますか」と声をかけて頂けないものか。 
○親が助けようとすると不正をしていると見られるような気がする。 
○支援が必要な人は別のブースで投票できないものか。 
○障害を理解している人がいて欲しい 
○わからない 
○親と一緒に投票またはヘルパーと一緒に投票できるとよい。 
○係りの人が持ち運べる小型の投票箱があると助かる。ひざの上（車椅子の）にのせ

てもらえたら入れられる（手伝ってもらえたら）。うちの子も自分で入れてみたい。 
○家族がすぐそばで居られるのと、本人の気持ちを汲み取ってもらえるような支援者

がいてくれたら助かる。" 
○たくさんの障がいの人が投票に参加して選挙が普通になるといい 
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○広い場所で障害のある人だけの場所があっても良いかも 
○付き添いが必要 
○今のところ別に困っていません 
 
【精神障害】 
○広さが欲しいです 
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質問６ 選挙情報（立候補者の政策など）を知る上で困っていますか。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  全体 
視覚

障害 

聴覚

障害 

他の身

体障害 

知的

障害 

精神

障害 

困っていない 73 15 7 16 22 25 

困っている 35 3 4 11 23 4 

無記入 31 2 4 8 22 1 

合計 139 20 15 35 67 30 
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質問６－１ 選挙情報を知る上で困っている人に聞きます。その理由はなんですか。 
【視覚障害】 
○印刷物では読めないので伝わらない。 
○広報誌が届くのが遅いので期日前投票をに間に合わないことが多い。 
○点字やデイジーの選挙のお知らせが到着するのが遅い。 
 
【聴覚障害】 
○内容が役所的でなじめない。 
○立ち合い演説会があったとしても聞こえない。（個人演説会があるとして） 
 
【身体障害】 
○内容が役所的でなじめない。 
○選挙広報は、漢字や難しい言葉が多くてわからない。 
○立候補者がよく分からん人ばかり。 
 
【知的障害】 
○漢字か難しい、読めない 
○知的障害が重すぎて理解させられない。 
○わかりやすい情報が得られない 
○重度の知的障害の場合は、選挙の能力はないのかもしれないけど、人権としての選

挙権があると思うので、本人にとって有益な人に（親としては）投票してもらいた

い。投票所に行くこと自体が社会参加しているという考え方もあるが、それだけで

は選挙権を行使しているとはいえないと思う。 
○選挙公報は漢字や難しい言葉が多くてわからない。 
○内容が理解できない 
○せんきょこうほうはかんじがおおいからわからない 
○選挙公報は漢字は難しい言葉が多くてわからない。 
○投票所にも選挙情報があるとありがたい。 
○わかりません 
○広報を見たり聞いたりしても忘れてしまう。 
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○最後まで読み切れない。 
○字は読めない。 
○選挙公報や選挙情報は難しく本人には理解できない。 
○親が「この人に投票しなさい」とは言えないので、毎回名簿の一番上の名前を書い

ている気がする。 
○通っている施設では立候補者の話をされることがあるようですが親がその場面に

居ないので本人がどれだけ理解できているかわからない。 
○理解が難しいから、親が障がいの方に対して優しい考えの方を、また近所の方を伝

えているがどこまで理解しているか定かではない。 
○公報は、いろいろ言い回しが伝わりづらい書き方をされている。「ふんわり」書いて

あるので、「で、何をしてくださる方なの？？」となります。 
○重度知的障害なので理解できない 
○選挙公報は、漢字は難しい言葉が多くてわからない。 
○わかりやすくして欲しい大人でもわからないことがある。 
○重度知的障害でわからない。 
○理解できない 
○言葉が難しい。 
○意味がわからない。 
○テレビを見ているが流れないこともある。 
○立候補者の候補が難しく理解ができない 
○かんじがむずかしい。 
 
【精神障害】 
○せんきょこうほうはかんじがおおいからわからない 
○候補をわかりやすく知らせてくれる人や読み聞かせできる人が常に居て欲しい 
○ろくな投票する人がいない。他のエリアなどにはいるコトが多い。 
○選挙広報は、漢字や難しい言葉が多くてわからない。 
○立候補者の政策が誰なのかよくわからない。 
○選挙広報は、漢字や難しい言葉が多くてわからない。 
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６－２ どのように変わればいいですか。 
【視覚障害】 
○犬山市では音訳 CD で情報を受け取れると聞いた。そのようなものもあったらよい

と思うが、スマホなどで候補者の演説を見れるようにするとか、広報をテキストで

掲載するなど声で伝わるようにしてほしい。 
○選挙期間が始まる頃には届くように準備してほしい。今やインターネットで候補者

の情報は手に入るとはいえ広報誌が届かない選挙は選挙管理側のやる気を疑う 
○点字やデイジーによる郵送は大変ありがたく、このまま継続してほしいが、これに

加えてスマホやパソコンで選挙のお知らせが閲覧できるとありがたい。点字では読

むのに時間がかかったり、デイジーCD をセットするのが面倒であったりするのに

対し、ウェブで確認できればこれが日常的な情報収集の 1 つとして確立されている

ため、より情報が容易に得られる。もちろん、これまでの手段に慣れている人もい

るので従来の方法も残してほしい。 
 
【聴覚障害】 
○民間の専門業者の意見を聞き取りしたらどうか。 
○選挙カーがはっきり聴き取れないのでただの騒音になる。TV の選挙情報もうまく

字幕が使えないこともある。 
○文字変換アプリの使用 
 
【身体障害】 
○もっと情報をオープンにして欲しい。 
 
【知的障害】 
○知的障害者にわかるように工夫する 
○問いには沿っていませんが、代理投票の意思を示すことや投票するためのもの（立

候補者を示すものを持参するなど）あらかじめ準備しておけるとよい。これを親族

などが代理で手伝うことをどの投票所でも理解してほしい。 
○知的な障害のある人にもわかりやすい公報の発行 
○知的障害者にとっては無理なことで除外してほしい。 



37 
 

○字も書けない、読めないではどうすることもできない。 
○知的しょうがいのある人にもわかりやすくしてほしい 
○知的な障害のある人にもわかりやすい公報の発行 
○「知的な障害のある人にもわかりやすい広報の発行」すごくありがたいです. 
○わからん 
○DVD など映像したものが貸し出しであるといい。 
○ユーチューブとかで立候補者の話が聞けるとよい。 
○誰にでも分かりやすい選挙情報の発信 
○本人にわかりやすい言葉で箇条書きのようにまとめてあると説明しやすいかと。 
○写真を選ぶ 
○行かなくてもスマホでできる。 
○公報を明るい感じの見やすいようにデザインしてほしい。 
○付き添いが必要一番 
○名前と顔がわかればよいのですが名前だけだと分からないみたいです。 
○でも行きたいからと連れて行きます。 
○みなさんには迷惑をかけると思いますがよろしくお願いします。" 
○わかりやすい言葉、絵などを使用してもらえるといい 
○例のとおりです。 
○分かりやすいことばにしてほしい。 
 
【精神障害】 
○わからない 
○そもそも普通の人にも公約などがわかりづらいのでは（ちゃんとわかって投票して

る人がどれだけいるのか・・・） 
○知的障害の人にわかりやすくはなかなかむづかしいかと。" 
○わかりやすい言葉やレイアウトで見られるような公報にして欲しい 
○例と同じ（知的な障害のある人にもわかりやすい公報の発行。） 
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７ 欄外に記載されたコメント 
○投票したいと思わないと思う。 
○投票が理解できないと思う。" 
○本人があまり関心がないようなので申し訳ありません. 
○投票とは何かもわからない。 
○ひらがなも書けないので投票所に行く気はない。 
○重度の知的障害なので投票の何かも分からないので投票には行けません。 
○小牧の広報で不在者投票のことがありましたが知的な障害の人のことは何もあり

ませんでした。どうしてでしょうか？投票する権利はみんなあるはずですけど。 
○ほかの障害のある人ももっと選挙に参加できるようにしてあげてほしい。（入所者

やグループホームの子らも） 
○施設職員らの意識を高めてほしい。 
○本人の意思確認ができないので。 
○重度の身体知的障害があり選挙の意味もわからないから。 
○自分の意思が伝えられないけれど、大切な一票その大切な一票が生かせないのは、

とても残念なことだと思います。 
○だいぶ前の話になりますが、郵送で投票ができると聞きましてその時にお話を伺っ

たのですが、選挙は本人の意思表示ができる場合に、付き添いの人ではなく係の人

の立ち合いで本人からの意思が伝えられれば投票できると聞きました。一度も投票

できておりません。 
○選挙の意味も何も理解できない。 
○投票したことがないし今後もできないと思う。 
○知的障害が重度のため投票すること自体が難しい。 
○選挙自体を理解できません 
○本人が投票ってなんだろうかわかっていないと思う 
○重度の知的障害のためどの質問にもお答えできませんでした。 
○申し訳ありませんが、障害があっても選挙に参加させてやりたいと考えておりまし

たが、全く理解ができないし文字も書けません代筆なんてもってのほか。 
○親が子供のことを考え子供のために声を上げ、障害者が安心できる生活できる社会、

親なき後を心配しています。本当にありがとうございました。 
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５ 【取り組み３】ワークショップ「社会を変えよう！選挙に行こう！障害のある

人の選挙のバリアフリーを進めよう！」 
 

 
（１）日時 ２０２３年１１月２６日（日）１３：３０－１５：３０ 
（２）場所 小牧市総合福祉施設ふれあいセンター３階大会議室 
（３）定員 ３０名（オンラインによる参加も可能） 
（４）内容 ・選挙のバリアフリー推進のためのアンケート結果報告 
      ・ゲスト 浅野美子さんからの報告 
      ・選挙のバリアフリーの全国の実践から学ぶ 
（５）情報保障 手話通訳 小牧市手話通訳者派遣事業 

     ＵＤトークによるリアルタイム字幕 
 

参加者数 現地１７人 オンライン１人 
【第１部 アンケート結果報告について】 
○当たり前かとは思いますが障害の種別によって困っていることが、様々である

ことが分かりました。 
○アンケートに協力してくださった方は。「行きたい」と思われていることが多

いと感じました。 （「行きたいが行けない」方も含めて。） 
○知的障害の方については、ご家族の考え方が影響していると思いました。  
○139 名の方がとても真剣に答えてくれていると思った参考になることをいろい

ろ伝えてもらえたと思う。 
○障がいによって困ることはそれぞれ違っていて、それぞれに対応してもらわな

いとやっぱり参加することは大変だと思った。普通の人が「ちょっと行こうか」

で行けるものでも「準備がとても大変なんだよ！」と当事者家族は思っていま

す。でも、それでも大切な一票をちゃんと届けたいと強く思っています。 
 
【第２部 名古屋の取り組みについて】 
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○行政も障害者の理解が必要だと思いますが、当事者として困っていることはそ

れぞれですので、大変ではありますが、声を出さないと『ない』ことになって

しまうと思いました。声を伝えていくことの大切さを感じました。 
○３人の子どもさん、それぞれにあわせて選挙に取り組まれてきたこと、障害の

ある人を一人の人間として大切に向き合っている姿に改めて学ぶことが良か

ったです。 選挙のバリアフリーが、災害時のバリアフリーにもつながること、

知ってもらい、困っていることを伝えることが大切なこと、パワフルなお話に

元気をもらいました。 マイノリティが声を出す、知恵比べ、分かりにくい人に

分かるように伝えるためには・・・自分の仕事や活動の参考になる内容でした。 
○やっぱり「一人で」言っていてもなかなか変わらないんだよなと改めて思い、

団体や会で伝えていくことを再認識しました！ 
 
【第３部 全国の取り組みを学ぶ】 
○市会議員の方からの、ご支援がいただけそうですね。選挙のバリアフリーにつ

いて当事者の声が行政に届き小牧が変わり、またそのことで周りの市町に波及

することを期待しています。 
○自分を含め一般の人の、市の人も知らないことがとても多いと思います。 近
年 NHK のみんなの選挙で色々取り上げられるようになり、浅野さんも言われ

たようにチャンスだと思います。 全国で色々な取り組みがされていることが

分かり、小牧でも取り組めることがあると思いました。障害者団体と行政が共

に取り組めることもあると思います。 
○移動投票バス、いいですよね－。いろいろ考えてやってほしいです。 
 
【意見交換会、全体をとおして】 
○音声も聞こえやすく良好でした。説明をしてくださる方の様子が切れていたの

で違和感がありましたが、修正いただきありがとうございます。 
○当事者の方の意見も毎回のことですが学ぶことが多いです。 小牧市議会議員

の方が参加さてとても良かったと思いました。選挙のバリアフリーの講演会 3
回目でいろいろな議員さんが参加されてきたので、少しずつ話題となり改善さ
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れていくのではないかと期待がもてました。 
○マニュアルがすべてではないけれどやっぱりあったほうがいいと思うんです

あと電話をして車椅子の子ですがというのですが伝わってないこともありま

した。伝わってなくても対応してもらえるのならいいんですがぜひ当たり前と

して伝わってなくても伝わっていても普通のこととして支援してほしいです。 
 
【本取り組みの評価等】 
○参加人数が増えなかったことについては、反省すべき点は多いが、まだまだ市民の

みなさんにこのテーマに関する関心が低いように思われたため、２回予定していた

ワークショップについて、２回目は中止し、障害者団体の集まりにこちらから訪れ、

意見聴取する方向に事業を見直すこととしました。 
○今回も市会議員の参加があり、令和５年小牧市議会第４回定例会において当該議員

の一般質問において、「先日、社会を変えよう、選挙に行こう、障がいのある人の選

挙のバリアフリーを進めようというワークショップに参加してまいりました。その

際に、やはり障がいの方や、障がいといいましても、視覚、聴覚、知的と様々、い

ろいろあります。そういった方が選挙に行きたくても、バリアフリーがまだしっか

りしていない箇所もあれば、実際に投票に行っても、自分が障がい者で、こうして

ほしいとか、困っていることに対して、なかなかそこの方に気づいてもらえないの

でというお話も聞いてまいりました。」と私たちのイベントをふまえて質問をされ

ました3。選挙管理委員会委員長とのやりとりも踏まえ、今後の取り組みにつながる

ものと考えます。 
○浅野美子さんのお話は、選挙というイベントでのバリアフリー（合理的配慮）だけ

でなく、日常生活におけるコミュニケーション支援をはじめとする配慮が大切であ

ることなど、みんなで声を出して伝えていくことの大切さなど示唆に富むであった

ことから今後の活動に生かしていきたい。 
  

 
3 小牧市議会本会議会議録速報版令和５年第４回定例会２日目 
https://www.city.komaki.aichi.jp/material/files/group/60/reiwa5nendai4kaiteireikai2
.pdf 
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資料７ 
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６ 【取り組み４】当事者がつくる障害特性別投票支援マニュアルの取り組み 
 

 
〇当初計画では、講演会と並行して実施するアンケートを踏まえ、障害種別ごとに集

まり話し合うワークショップを２回開催し、障害特性別の投票支援マニュアルを作

成する企画でした。 
〇最初８月の講演会について参加者が予定していたほどに集まらなかったことから、

まだまだ、障害当事者、支援者に選挙のバリアフリーが浸透していないと考えまし

た。 
〇そのため、ワークショップの第１回をアンケートの報告と合わせて名古屋での取り

組みを聞き、全国の取り組みを学ぶ集会に変更しました。ところが、このワークシ

ョップの参加者も、少なかったため、第２回のワークショップについても各障害別

に一定数の参加者を集めることは難しいと判断しました。 
○当初予定していた、①視覚障害、②ろう、③難聴・中途失聴、④知的障害、⑤発達

障害、⑥精神障害、⑦重度重複障害の区分でのマニュアル作成については、今年度

の作成は断念し、小牧市障害者団体連絡会の構成団体に①視覚障害、③難聴・中途

失聴の当事者団体があるので、これらの団体の集会で時間をとっていただき、この

２障害についての障害特性別投票支援マニュアルの素案を作成することにしまし

た。 
○また、マニュアル作成の方針等についてもあわせて検討しました。 
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当事者がつくる障害特性別投票支援マニュアル作成の方針（案） 

 

○障害の有無に関わらず、投票する権利があります。権利があるのにそれができないの

は、障害のある人の側に問題があるのではなく、社会の側が障害となるバリアを解消

できていないということで、私たちは、ともにこのバリアの解消に努める必要があり

ます。 

 

○障害のある人が、個々の特性に応じて投票できるよう配慮するのは、障害者差別禁止

法で義務付けされている合理的配慮の提供であり、投票環境を整備することは同法

で努力義務とされている環境整備であるといえます。 

 

○合理的配慮の提供とは、 

① 行政機関等と事業者が、 

② その事務・事業を行うに当たり、 

③ 個々の場面で、障害者から「社会的なバリアを取り除いてほしい」旨の意思

の表明があった場合に 

④ その実施に伴う負担が過重でないときに 

⑤ 社会的なバリアを取り除くために必要かつ合理的な配慮を講ずること 

とされています4。 

 

○このマニュアルでは、選挙のバリアフリーを場面を 4 つに分けて整理しています。 

① 情報のアクセシビリティ（情報保障） 

② 投票所のバリアフリー環境 

③ 投票方法、投票用紙など 

④ その他 

 

行政職員だけでなく、当日投票所で関わる人たちにも分かりやすい平易なパンフレット

 
4 リーフレット「障害者差別解消法が変わります︕令和 6 年 4 ⽉ 1 日から合理的配慮の提供が義務化されま

す︕」内閣府,https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai_leaflet-r05.html p.4 

資料８ 
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とする。 

 

○将来的なことと今の法制度の中でできることを分けて書く 

○代理投票については、別にまとめて書く 

○合理的配慮の視点で、選挙のバリアフリーを進めることが、他のあらゆる生活場面で

の合理的配慮につながることを基調とする。 

 

 

 

  



46 
 

障害特性別投票支援マニュアル（素案） 

共通項目 

 

障害特性といっても、人それぞれであり、障害名でひとくくり、一律に対

応することはできないません。障害のある当事者又は家族や支援者から

の要望を聞いて対応する必要があります。 

たとえば、中途障害の人も多く、視覚障害のある人は、点字があればよい、聴覚障害の

ある人は、手話があればよいということはいえません。 

 

慣例にとらわれず、法令の範囲で、できることがないか建設的に検討を

する姿勢が大切です。 

合理的配慮の提供にあたり、建設的対話をするときに、事業者側にとっての NG ワード

（言ってはいけない言葉）がつぎのとおりです5。 

対話の NG ワード 

1. 「もし何かあったら」「安全のため」 

2. 「特別扱いはできません」 

3. 「前例がない」「マニュアルにない」 

 

障害のある人自身の自分でやりたい気持ちを大切にします。 

時間がかかっても、自分自身で投票したいという気持ちの方もあります。いずれにして

も本人の意向を尋ねて、可能な限り対応します。 

 

特別の対応が必要な場合の事前相談を受け付けます。 

障害の特性はさまざまであり、全投票所ですべての障害に対応するためにあらかじめ準

備をしておくことが望ましいのですが、事実上難しいといえますので、事前相談を積極

的に受け付け、当該会場，日時では十分な対応ができる体制をとるということも考えら

れます。 

 
5 NHK 福祉情報サイト ハートネット「「合理的配慮」がよく分かる 考え方と具

体例」,https://www.nhk.or.jp/heart-net/article/843/  

資料９ 
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視覚障害のある人への対応 

 

【情報保障】 

○掲示物、配布物の情報はわからない。声で伝える。 

○声で伝える 

指示語は具体的でないとわかりにくい。 

ここ、あそこ、すこし→前、うしろ、右、左、50ｃｍ 

 

【投票所内での対応】 

○投票事務従事者から声をかける。 

 視覚障害のある人からは、どこに係員がいるかわかりません。 

○不慣れな場所は、一人での移動は困難 

 （誘導するときのこころがまえ） 

   ・いきなり身体にさわらないで、声をかける 

   ・誘導する人の腕や肩を持ってもらい、誘導する人が半歩ほど先に歩く。 

   ・段差、曲がる方向、周囲の状況を伝えながら歩く。 

○物の位置、大きさ、かたちは、実際に触ってもらう。 

 

【投票方法、投票用紙など】 

○投票用紙への記載に支援が必要 

 ・弱視の方は油性マジック等の利用も可 

 ・事前に投票支援グッズの利用について相談があったときは、建設的に検討

します。 
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アンケートやワークショップで寄せられた声（視覚障害者） 

 

○視覚障害のため、行きなれていない学校に行くのが難しい。 

○代理投票の際、大きな声で復唱されると投票の秘密が守られない。 

○候補者の名前を忘れたときには、掲示が読めないので読み上げて欲しい。 

○候補者の政策についての情報が入りにくい。わかりやすい選挙広報の取り組みは、知

的障害者だけでなく視覚障害者向けにもやって欲しい。 

（以下略） 
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聴覚障害のある人（難聴者・中途失聴者）への対応 

 

【情報保障】 

○聴覚障害のある人は、本人から申し出がないと、外見で困っておられるかど

うかわかりません。 

⇒ 聴覚障害のある人から相談しやすいように、【耳マークの表示】をしま

す。 

 

○聴覚障害のある人のうち、中途失聴者や難聴者は、手話を使わない方が

多く、文字情報の方が分かりやすいです。 

⇒ 筆談対応またはコミュニケーションボードでの対応をします。 

  コミュニケーションボードは、受付のわかりやすい場所におきます。 

 

○演説会などには、手話通訳だけでなく、要約筆記の配置も必要です。 

 

【投票所内での対応】 

○耳マークを受付のわかりやすい場所におき、聴覚障害のある人から相談

しやすいようにします。 

 
【投票方法、投票用紙など】 

○口頭での説明は聞き取れないので、文字情報で注意事項を掲出します。 
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７ まとめ 

 

 

○図に記したように、①アンケートにより、当事者の思いを受け止め、②講演会・意

見交換会で選挙のバリアフリーの取り組みの意義を学び、③障害特性別にワークシ

ョップをして、④当事者発信の障害特性別投票支援マニュアルを作成し、これらの

取り組みをとりまとめた⑤事業実施報告書を作成・配布することで、次年度以降の

活動につなげたいとの計画でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○全体として、事業を実施してきたけれども、市民・障害当事者・支援者の十分な反

応を引き起こすまでに至らなかったため、障害特性別投票支援マニュアルについて

は、一部の案を作成するにとどまりました。 
○このことについては、あえて言い訳をすれば、この地域において「いまだ機が熟し

ていない」状況の中での取り組みであったか、との思いもあります。そのような状

況の中では、「集客型イベント」での取り組みでは成果をあげづらかったと考えて

います。 
○そのため、ワークショップ 2 回目については集客型イベントを休止し、団体の集ま

りにこちらからおじゃまする形でのアプローチをとることにし、一定の成果をえる

ことができました。 

①アンケート調査の実施 ②講演会・意見交換会 

③ワークショップ 

④障害特性別投票支援マニュアル 

⑤事業実施報告書 

行政をはじめ、多くの当事者支援者を巻き込んだ取り組みへ 
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○小牧市市民活動促進委員会からの提言書には、「２ 今後の事業展開における提言」

として、「小牧市の選挙管理委員会と定年に対話しながら投票行動につながるよう

に進め、今回の事業の成果をもとに、選挙のバリアフリーに向けて今後協働して展

開できることを期待します」との提言をいただきました。（Ｐ．１０参照） 
○選挙のバリアフリーは、公的な制度のもとで進められるものであり、先進の地域で

みられるように行政との協働でこそ実を得ることができると考えられます。その意

味では、私たちも早期に行政との協働にたどり着ければと考えています。 
○今年度については、会のメンバーが個別に選挙管理委員会に連絡をとって相談をし

ていますが、会として具体的に要望を提出したり、行政の取り組みを照会するよう

なことはしていません。まず、アンケートや意見交換会、障害特性別投票支援マニ

ュアルの作成などで、今年度、団体としての意見をとりまとめた上で行政にアプロ

ーチしていきたいと考えていたため、来年度以降の取り組みとしていきます。 
○今年度は、アンケート、イベントの開催により、小牧市障害者団体連絡会とで・ら

しえんの取り組みを多くの方に知ってもらい、市議会でも取り上げていただきまし

たので、成果はあったものと考えています。 
○来年度は、小牧市及び周辺市町での選挙のバリアフリーに関心のある団体や人につ

ながっていくこと、行政に具体的な取り組みを提言していくことを目指していきた

いと考えています。 
○東京都狛江市は、２０１３年から知的障害者の投票支援に取り組まれ、いまなお発

展的に取り組みを進められています6。私たちも、長期的な取り組みとして少しずつ

でも歩みを進めていきたいと考えています。 

 
6 狛江市の取り組みについては、堀川諭(2024)『知的障害者と「わかりやすい選

挙」ー新しい権利保障としての「狛江モデル」構築の軌跡』生活書院、に詳細な分

析があります。 
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資料１０ 



53 
 

 



54 
 

 



55 
 

 



56 
 

 



57 
 

 



58 
 

 



59 
 

 



60 
 

 



61 
 

 



62 
 

 



63 
 

 



64 
 

 



65 
 

 



66 
 

 



67 
 

 



68 
 

 



69 
 

 



70 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
選挙のバリアフリーについて取り組まれているみなさんと情報共有していきたいと

考えています。ぜひ、下記に御連絡をください。 
 
 
連絡先 
小牧市障害者団体連絡会 
ホームページ  https://komaki-sdr.sakura.ne.jp 
メールアドレス mail@komaki-sdr.sakura.ne.jp 
485-0811 愛知県小牧市光ヶ丘１－１ アクシス光ヶ丘４－４０３ 
山中和彦気付 



 
 

 
 
  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選挙のバリアフリー推進事業実施報告書 
（小牧市市民活動助成金交付事業） 

 
２０２４（令和６）年３月 

 
小牧市障害者団体連絡会／特定非営利活動法人で・ら・しえん 


